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前列左から星崎さ
ん、家常さ

ん

左からグラディス・マジェルスキ―さ
ん、ド

ロシー・フレンチさ
ん、ジャニス・ロックハ

ートさ
ん、タエコ・ラムジーさ

ん

緑豊かな大地 足寄

　本町は明治41年４月に白糠町外

６村から分村し、足寄外３カ村戸

長役場が開庁され、今年で１１０

年を迎えました。

　

11

月
18

日
に
「
足
寄
町
開
町
１
１
０
年
記

念
式
典
」
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
受

賞
者
や
町
内
外
か
ら
来
賓
な
ど
約
２
０
０
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
本
町
の
発
祥
以
来
、
開
拓
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
先
人
の
霊
に
感
謝
と
哀
悼
の
意

を
込
め
て
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
、
町
民
憲
章

朗
唱
、
町
民
歌
斉
唱
の
後
、
安
久
津
勝
彦
町

長
が
「
本
町
開
拓
の
歩
み
は
、
私
達
の
想
像

を
絶
す
る
苦
難
の
途
で
あ
り
、
風
雪
と
酷
寒

に
耐
え
、
幾
多
の
自
然
災
害
を
乗
り
越
え
、

本
町
開
発
の
基
盤
を
築
か
れ
た
先
駆
者
の
方

々
の
偉
大
な
る
ご
功
績
と
ご
労
苦
を
し
の
び
、

衷
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
の

式
典
を
契
機
と
し
、
足
寄
町
の
更
な
る
発
展

の
た
め
、
一
次
産
業
の
農
林
業
を
基
本
に
町

民
の
皆
様
と
一
体
と
な
り
『
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
』
に
邁
進
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
次
に
吉
田
敏
男
町
議
会
議
長
、
石
川

香
織
衆
議
院
議
員
、
鈴
木
宗
男
新
党
大
地
代

表
ら
来
賓
か
ら
の
祝
辞
の
後
、
平
成
30

年
度

町
功
労
者
と
し
て
星
崎
隆
雄
さ
ん

、
家
常
尚
詞

さ
ん

が
表
彰
さ
れ
、
続
い
て
現
在
ま
で
80

年
以

上
在
住
し
て
い
る
方
へ
記
念
の
盾
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
最
後
に
、
町
内
の
青
少
年
を
代
表

し
て
足
寄
高
等
学
校
生
徒
会
長
の
岸
田
萌
花

さ
ん

（
２
年
生
）
が
「
わ
た
し
は
幾
多
の
苦
難

を
乗
り
越
え
て
き
た
先
人
た
ち
の
不
屈
の
開

拓
者
精
神
を
受
け
継
ぐ
、
足
寄
町
の
青
少
年

で
す
。
わ
た
し
た
ち
青
少
年
は
こ
れ
か
ら
の

時
代
の
主
役
と
し
て
、
先
人
た
ち
か
ら
受
け

継
い
だ
こ
の
緑
豊
か
な
郷
土
と
、
そ
し
て
北

海
道
の
雄
大
な
大
地
に
、
輝
く
未
来
を
創
造

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
に

誇
り
を
持
ち
、
広
く
世
界
に
目
を
向
け
、
自

ら
を
鍛
え
、
努
力
し
、
足
寄
町
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
」
と
青
少
年
の
誓
い
を
述

べ
、
記
念
式
典
を
終
え
ま
し
た
。

まちの変遷

明治41年

白糠、足寄両郡各村戸長役場

から分離し、足寄外３カ村戸

長役場設置。

大正８年

淕別村・利別村２村を分離し、

足寄外１カ村（足寄村・螺湾

村）戸長役場となる。

大正10年

本別村から分村、西足寄村（２

級町村制）となる。

大正12年

足寄外１カ村戸長役場が２級

町村制施行、足寄村となる。

昭和30年

西足寄町と足寄村が合併、足

寄町となる。

自

治

功

労

星
崎　

隆
雄
さ
ん

　

平
成
３
年
12

月
に
町
教
育
委
員
会
委
員
、
平
成

15

年
10

月
に
委
員
長
に
就
任
、
以
来
平
成
28

年
10

月
に
教
育
委
員
会
制
度
の
改
正
に
よ
り
委
員
長
の

職
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
12

年
11

カ
月
に
わ
た
り

委
員
長
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
後
も
委
員
と
し
て
町

の
教
育
行
政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
、
平
成
４
年
度
以
降
、
町

内
小
・
中
学
校
の
統
合
な
ど
学
校
規
模
の
適
正
化

に
努
め
ら
れ
、
統
合
後
の
児
童
・
生
徒
の
快
適
な

学
習
環
境
の
整
備
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

姉
妹
都
市
の
カ
ナ
ダ
・
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
か

ら
国
際
交
流
員
の
招
聘
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
足

寄
高
等
学
校
の
存
続
の
た
め
、
関
係
機
関
と
協
力

し
、
各
種
支
援
策
を
実
施
し
同
校
の
入
学
者
増
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
に
お
い
て
、
平
成
６
年
度
に
温
水
プ

ー
ル
、
平
成
９
年
度
に
サ
ッ
カ
ー
場
を
建
設
し
、

青
少
年
の
健
全
育
成
・
町
民
の
健
康
増
進
に
、
ま

た
平
成
10

年
度
に
足
寄
動
物
化
石
博
物
館
を
建
設

し
、
町
民
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
人
々
に
親
し
ま
れ

る
施
設
と
な
り
ま
し
た
。
足
寄
町
生
涯
学
習
推
進

計
画
で
は
第
一
次
計
画
か
ら
携
わ
り
、
学
校
教
育

と
社
会
教
育
の
融
合
を
目
指
し
た
取
り
組
み
、
町

民
の
待
望
久
し
い
図
書
館
建
設
構
想
を
ま
と
め
、

読
書
活
動
の
推
進
、
学
び
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め

る
な
ど
、
町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
は
誠
に

顕
著
で
あ
り
ま
す
。

産
業
経
済
功
労

家
常　

尚
詞
さ
ん

　

平
成
19

年
５
月
か
ら
本
年
５
月
ま
で
特
定
非
営

利
活
動
法
人
あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
理
事
、
同
理
事

長
と
し
て
足
寄
町
の
観
光
振
興
を
担
う
と
と
も
に
、

平
成
20

年
５
月
か
ら
平
成
26

年
５
月
ま
で
、
十
勝

観
光
連
盟
副
会
長
と
し
て
十
勝
の
観
光
振
興
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
23

年
か
ら
「
道
の
駅
あ
し

ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21

」
の
道
の
駅
の
経
営
を
担
い
、

町
特
産
品
販
売
お
よ
び
観
光
の
Ｐ
Ｒ
、
道
の
駅
満

足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
を
維
持
す
る
な
ど
、
手

腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19

年
、
北
海
道
立

足
寄
少
年
自
然
の
家
（
現

：

ネ
イ
パ
ル
足
寄
）
の

指
定
管
理
者
制
度
移
行
に
伴
い
、
あ
し
ょ
ろ
観
光

協
会
が
道
よ
り
指
定
管
理
を
受
託
し
、
施
設
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
魅
力
的
な
主
催
事
業
の

開
催
を
通
し
て
全
道
の
ネ
イ
パ
ル
の
中
で
も
利
用

者
数
・
利
用
者
満
足
度
の
部
門
に
お
い
て
常
に
上

位
を
維
持
す
る
な
ど
、
施
設
の
経
営
面
で
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
足
寄
ふ
る
さ
と
花
ま
つ
り
実

行
委
員
長
を
は
じ
め
、
町
民
と
と
も
に
楽
し
む
イ

ベ
ン
ト
開
催
を
行
う
な
ど
、
町
民
へ
の
レ
ジ
ャ
ー

提
供
と
町
外
へ
の
魅
力
の
発
信
を
行
う
こ
と
で
観

光
の
振
興
に
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
23

年
11

月
か
ら
本
年
５
月
ま
で
町
総
合
開
発
審
議
会
産
業

経
済
部
会
長
と
し
て
の
活
躍
な
ど
、
町
の
観
光
と

特
産
品
振
興
全
般
に
お
い
て
尽
力
さ
れ
、
町
の
発

展
に
寄
与
し
た
功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
ま
す
。

　

永
年
に
わ
た
り
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
本
町
と
ウ

ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
の
友
好
交
流
の
振
興
・
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
４
名
の
方
を
９
月
24
日
、
足
寄
高

等
学
校
が
カ
ナ
ダ
訪
問
し
た
際
に
表
彰
い
た
し
ま

し
た
。

特
別
功
労
町
民
登
録
証
交
付

グ
ラ
デ
ィ
ス
・
マ
ジ
ェ
ル
ス
キ
ー
さ
ん

（
第
４
・
６
代
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
・
足
寄
友
好

協
会　

会
長
）

ド
ロ
シ
ー
・
フ
レ
ン
チ
さ
ん

（
元
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
長
）

感

謝

状

タ
エ
コ
・
ラ
ム
ジ
ー
さ
ん 

（
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
・
足
寄
友
好
協
会　

会
員
）

ジ
ャ
ニ
ス
・
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
さ
ん

（
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
・
足
寄
友
好
協
会　

会
員
）

功績を　
たたえて

平成30年度功労者表彰
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ま
ち
の

台
所

平成29年度決算状況

一　般　会　計

地方消費税交付金
1億3,556万7千円（1.3%)

1億3,556万7千円（1.2%)

国庫支出金
7億3,723万1千円（6.9%)

7億7,333万5千円（6.8%)

その他
1億9,315万7千円（1.8%)

1億9,315万7千円（1.7%)

繰入金
3億3,968万2千円（3.2%）

4億9,737万2千円（4.4%)

その他
6億3,341万3千円（5.9%)

6億4,330万0千円（5.7%)

町債
15億2,521万8千円（14.3%)

17億9,671万8千円（15.9%)

地方交付税
43億4,004万5千円（40.6%)

43億4,004万5千円（38.3%)

自主財源
25億4,674万4千円（23.8%)

27億5,812万3千円（24.4%)

依存財源
81億3,680万3千円（76.2%)

85億6,310万3千円（75.6%)

106億8,354万7千円

113億2,122万6千円

総務費
10億1,775万9千円（9.7%)

10億8,240万6千円（9.5%)

農林水産業費
18億7,376万6千円（17.8%)

22億9,266万2千円（20.3%)

民生費
12億3,152万4千円（11.7%)

13億5,466万3千円（12.0%)

職員費
13億0,102万6千円（12.3%)

13億1,049万0千円（11.6%)

その他
9億0,570万1千円（8.6%)

9億3,692万8千円（8.3%)

衛生費
 7億8,453万9千円（7.4%)

7億9,791万3千円（7.0%)

教育費
 9億7,182万7千円（9.2%)

10億0,479万5千円（8.9%)

公債費
10億9,874万5千円（10.4%)

10億9,878万1千円（ 9.7%)

土木費
13億5,778万9千円（12.9%)

14億4,258万8千円（12.7%)

道支出金
12億0,558万5千円（11.3%)

13億2,428万1千円（11.7%)

105億4,267万6千円

113億2,122万6千円

町税
8億9,927万5千円（8.4%)

8億9,616万1千円（7.9%)

諸収入
6億7,437万4千円（6.3%）

7億2,129万0千円（6.4%）

自
主

財
源

依

存

財

源

平
成
29

年
度
の
決
算
状
況
と
平
成
30

年
度
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
の
補
助
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

足
寄
町
の
家
計
簿
を
表
や
グ
ラ
フ
で
表
し
て
み
ま
し
た
。

平成29年度決算状況

まちづくりに105億4,267万６千円が使われました

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

多
目
的
交
流
施
設
整
備
事
業

１
億
４
１
６
４
万
０
千
円

　

今
後
も
利
用
が
見
込
ま
れ
る
多
目
的
交
流

施
設
に
つ
い
て
、
増
築
に
よ
り
居
室
数
を
増

室
し
た
こ
と
で
、
新
規
利
用
希
望
者
へ
の
対

応
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

移
住
体
験
住
宅
整
備
事
業

３
３
２
４
万
２
千
円

　

本
町
に
移
住
・
定
住
を
検
討
し
て
い
る
方

に
、
町
内
で
移
住
体
験
を
す
る
た
め
の
拠
点

施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。

障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
整
備
事
業

３
１
７
６
万
０
千
円

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
よ
る
就
労
継
続

支
援
事
業
所
建
設
に
伴
う
各
種
工
事
費
、
備

品
購
入
費
に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

２
億
９
５
６
７
万
９
千
円

　

利
用
さ
れ
る
方
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
町
民
セ
ン
タ
ー
の
図
書
館
化
を

中
心
と
し
た
大
規
模
改
修
工
事
を
行
い
ま
し

た
。

道
路
排
水
施
設
改
修
事
業

１
６
５
６
万
７
千
円

　

町
道
旭
栄
通
の
排
水
機
能
向
上
と
大
雨
災

害
時
に
お
け
る
配
水
機
器
の
迅
速
な
設
置
を

可
能
と
す
る
た
め
、
排
水
施
設
の
改
修
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

里
見
が
丘
公
園
整
備
事
業

２
億
１
３
６
３
万
７
千
円

　

里
見
が
丘
公
園
の
旧
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
解

体
し
、
新
た
に
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
園
路
・
駐

車
場
を
設
置
お
よ
び
更
新
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
周
辺
環
境
と

調
和
し
た
公
園
整
備
を
図
る
た
め
、
遊
戯
広

場
工
事
に
つ
い
て
着
工
し
ま
し
た
。

公
営
住
宅
建
替
事
業

１
億
９
７
７
６
万
４
千
円

　

足
寄
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
は
る
に
れ
団
地
公
営
住
宅
の
実
施
設

計
と
新
築
お
よ
び
外
構
工
事
を
行
い
、
住
環

境
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

足
寄
小
学
校
改
修
事
業

２
億
４
０
５
１
万
３
千
円

　

足
寄
小
学
校
の
内
部
改
修
工
事
を
行
い
、

教
育
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
（
特
別
会
計
）

３
億
６
５
３
３
万
６
千
円

　

街
の
基
幹
的
施
設
で
あ
る
下
水
道
を
整
備

す
る
た
め
、
下
水
道
管
渠
の
新
設
工
事
と
そ

れ
に
付
随
す
る
路
面
復
旧
工
事
、
下
水
道
管

渠
実
施
調
査
設
計
等
を
行
い
ま
し
た
。

簡
易
水
道
事
業
（
特
別
会
計
）

３
２
９
９
万
４
千
円

　

異
常
発
生
時
の
対
応
速
度
を
速
め
、
地
域

住
民
の
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
浄
水

場
、
配
水
池
等
の
設
備
監
視
を
、
遠
隔
地
か

ら
行
え
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

建
設
改
良
工
事
（
企
業
会
計
）

７
８
４
６
万
２
千
円

　

水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
上
水
道
施

設
の
計
装
装
置
を
更
新
し
、
道
路
改
良
工
事

等
に
伴
う
配
水
管
の
移
設
・
敷
設
替
工
事
等

を
行
い
ま
し
た
。

足
寄
町
国
民
健
康
保
険
病
院

器
械
備
品
購
入
（
企
業
会
計
）

２
７
４
３
万
４
千
円

　

診
断
用
Ｘ
線
撮
影
装
置
、
医
療
用
画
像
情

報
シ
ス
テ
ム
ほ
か
器
械
備
品
を
購
入
し
ま
し

た
。

１人当たりに使われた
お金の内訳は

収入　1,538,972円
支出　1,518,680円

平成30年３月31日現在
人口　6,942人

（収入）

地方交付税 625,187円
町　　　　債 219,709円
町　　　　税 129,541円
道 支 出 金 173,665円
国庫支出金 106,199円
諸　収　入 97,144円
地方消費税交付金 19,528円
繰　入　金 48,931円
そ　の　他 119,068円

（支出）

総 務 費 146,609円
民 生 費 177,402円
職 員 費 187,414円
公 債 費 158,275円
土 木 費 195,590円
衛 生 費 113,013円
教 育 費 139,993円
農林水産業費 269,917円
そ の 他 130,467円
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公営住宅債
6億2,194万6千円

公営住宅債
6億2,194万6千円

農林水産業債
2億4,229万5千円

農林水産業債
2億4,229万5千円

一般土木債
1億3,280万1千円

一般土木債
1億3,280万1千円

その他
2億8,373万6千円

その他
2億8,373万6千円

辺地対策事業債
2億0,952万0千円

辺地対策事業債
2億0,952万0千円

緊急防災・減災事業債
6億5,826万8千円

緊急防災・減災事業債
6億5,826万8千円

都市計画債
2億7,186万7千円

都市計画債
2億7,186万7千円

臨時財政対策債
36億8,112万9千円

臨時財政対策債
36億8,112万9千円

過疎対策事業債
53億1,523万5千円

過疎対策事業債
53億1,523万5千円

財　務　省

104億0,052万0千円

地方公共団体金融機構等
7億4,118万3千円

銀　行　等　 285万1千円

簡易保険局　1億1,094万2千円

そ　の　他　1億6,130万1千円

平成29年度決算状況

目 的 別 借 入 先 別

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 収　　　　　入 支　　　　　出

上 水 道 事 業
収益的収支決算額 １億6,778万５千円 １億3,802万１千円

資本的収支決算額 2,367万５千円 １億0,374万４千円

病 院 事 業
収益的収支決算額 10億3,744万９千円 11億1,097万７千円

資本的収支決算額 7,298万９千円 １億0,335万４千円

会　　計　　名 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　　　　　引

国 民 健 康 保 険 事 業 11億1,709万１千円 10億8,009万７千円 3,699万４千円

簡 易 水 道 9,454万９千円 9,454万９千円 ０千円

公 共 下 水 道 事 業 ５億7,626万７千円 ５億7,624万３千円 ２万４千円

介 護 保 険 ９億0,413万６千円 ８億9,718万４千円 695万２千円

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 8,657万０千円 8,657万０千円 ０千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ３億0,197万６千円 ３億0,197万６千円 ０千円

後 期 高 齢 者 医 療 １億1,299万５千円 １億1,291万６千円 ７万９千円

特　別　会　計

町の財産
土地 123,126,908㎡
公 の 施 設 2,145,372㎡
宅 地 225,322㎡
山 林 92,716,055㎡
そ の 他 28,040,159㎡

建物 124,326㎡
学 校 18,134㎡
公 営 住 宅 28,475㎡
そ の 他 77,717㎡

車両 103台
乗用自動車 21台
軽 自 動 車 ５台
貨物自動車 29台
バ ス 15台
特殊自動車 13台
（ショベル、グレーダーなど）
そ の 他 20台

基金 67億4,478万1千円
土地開発基金 3,328万４千円
その他の基金 67億1,149万７千円

証券その他の権利 ３億2,561万４千円

町 が 借 り て い る お 金 【 町 債 】

一般会計・借入残高　114億1,679万7千円

平成30年度予算執行状況

17億4,871万5千円

41億5,644万6千円

7億4,826万1千円
7億1,397万0千円

(41％)

28億4,554万6千円

(68％)

3億4,540万5千円

(46％)

歳出
予算現額　　　108億4,498万4千円

支出済額　　　36億5,664万1千円(34％)歳入
予算現額　　　108億4,498万4千円

収入済額　　　39億9,365万5千円(37％)

17億7,592万1千円
3億5,288万2千円

(20％)
土木費

15億1,405万2千円
4億4,806万7千円

(30％)
民生費

9億0,860万2千円
5億7,154万7千円

(63％)
町　税

11億7,975万6千円
5億8,885万4千円

(50％)
公債費

13億3,876万7千円
6億4,154万4千円

(48％)
職員費

その他

地　方

交付税

4億7,657万5千円
5,438万7千円

(11％)
諸収入

7億3,245万4千円
9,440万4千円

(13％)

国　庫

支出金

5億5,149万0千円
8,236万6千円

(15％)
道支出金

8億0,594万6千円
2億9,349万9千円

(36％)
衛生費

9億0,393万7千円
3億4,932万9千円

(39％)
教育費

その他

11億5,409万8千円
0千円

(0％)
繰入金

21億1,705万8千円
0千円

(0％) 町　債 15億7,789万0千円
2億6,849万6千円

(17％)

農　林

水産業費

平成30年４月から９月までの収入・支出状況です

一　般　会　計 一般会計　支出済額　36億5,664万1千円

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額

上 水 道 事 業
収益的収入及び支出 １億6,836万４千円 8,414万７千円 5,934万２千円

資本的収入及び支出 １億0,523万５千円 ９万７千円 3,962万５千円

病 院 事 業
収益的収入及び支出 12億6,917万６千円 ４億8,996万５千円 ５億3,132万０千円

資本的収入及び支出 １億0,504万７千円 3,863万９千円 4,966万８千円

会　　計　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額 執 行 率

国 民 健 康 保 険 事 業 10億3,124万７千円 ３億8,771万７千円 ３億4,406万３千円 33.4%

簡 易 水 道 １億1,521万６千円 511万０千円 3,433万９千円 29.8%

公 共 下 水 道 事 業 ６億4,124万１千円 3,843万９千円 １億3,920万３千円 21.7%

介 護 保 険 ９億1,680万５千円 ３億8,187万０千円 ３億6,540万０千円 39.9%

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 5,377万９千円 7万１千円 2,594万２千円 48.2%

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ３億1,004万７千円 7,526万０千円 １億2,986万１千円 41.9%

後 期 高 齢 者 医 療 １億2,276万０千円 3,347万７千円 3,423万６千円 27.9%

特　別　会　計
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで
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気分はもう消防士！

　町商工会青年部（堂田信悟部長）が町生涯

学習館で、「第12回子供まつり」を開催し町

内外の児童ら約２００人が参加しました。会

場ではくるまやさん・だいくさんなどの職業

体験ブース、射的などの縁日コーナーやふわ

ふわドーム、足寄もちつき隊による餅つきが

行われました。

笑顔があふれる
　足寄高等学校（川巧校長）弓道部の白井

大介さん（２年）が役場を訪れ、第40回北海道

高等学校弓道選抜大会北北海道大会（10月５

日〜６日、芦別市）の個人戦優勝を報告しま

した。白井さんは12月24日から岡山県で開催さ

れる全国大会に向け「予選や準決勝で負ける

つもりはない」と抱負を述べました。

全国大会での活躍を誓う

税について考える
　「中学生の税についての作文」の表彰式が

足寄中学校で行なわれ、公益社団法人十勝池

田地方法人会会長賞を受賞した青木克郎さん（３

年）に表彰状が手渡されました。これは、将

来を担う中学生が税について関心を持ち正し

い理解を深めることを目的として毎年実施さ

れています。

　子育て支援サークル・ひよこクラブが足寄

消防署（大竹口孝幸署長）の見学を行い、親

子連れ39人が参加しました。参加者は救急車

や消防車への乗車や防火服の試着、放水など

を体験し、消防車を間近で見た子どもたちは

大きな車体やホースから勢い良く出る水に目

を輝かせていました。

青木さん（写真中央）

白井さん（左から２人目）

10/1
0

10/28

本格フランス料理を堪能
　町内の生産者らで組織する「あしおこし隊」

（沼田正俊隊長）が地元産食材の魅力を知っ

てもらおうと、足寄中学校（長江教貴校長）

３年生を対象にフランス料理体験会を行いま

した。札幌市でレストランを経営するオーナ

ーシェフの髙橋毅さんらが腕を振るったフルコ

ースランチを生徒らは堪能しました。

10/3
1

11/1
9 暗闇の館内を探検

　足寄動物化石博物館（澤村寛館長）で「ナ

イトミュージアム」が開催され町内外の児童

とその保護者ら１７１人が参加しました。今

年はメキシコのお祭り「死者の日（死者を招

いて、楽しく過ごす日）」をテーマに開催され、

仮装して参加した人には、ナイトミュージア

ム限定のミニ発掘が贈られました。

10/2
7

11/20

　足寄小学校（根広至校長）で「足小まつ

り」が開催され、児童らが宝探し・ビューテ

ィーサロンなど工夫を凝らした手作りのアト

ラクションを運営しました。会場には保護者

や町内各小学校の児童らが訪れ、障害物競走

や実験迷路などの体を使ったゲームなどで来

場者を楽しませました。

さまざまな催しで楽しむ 11/16

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真

を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

10/18特殊詐欺にあわないために
　特殊詐欺に関する出前講座（町社会福祉協

議会主催）がむすびれっじで開催され、約20

人が参加しました。講師の帯広信用金庫営業

推進部の嵐勉さんは「自分は被害に遭わないと

過信しないで、何か変だなと思うことがあれ

ば消費生活相談所に相談を」と参加者に呼び

掛けました。
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お

知

ら

せ

開
催
し
ま
す

募
集
し
ま
す

子
育
て
・
家
庭
教
育

社
会
体
育
事
業

生
涯
学
習
事
業

●
平
成
31

年
足
寄
町
成
人
式

日　

時　

１
月
13

日
㈰　

午
後
１
時
～

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

平
成
10

年
４
月
２
日
～

　
　
　
　

平
成
11

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

内　

容　

午
後
１
時
～
式
典
（
町
主
催
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
成
人
祝
賀
会

 

（
実
行
委
員
会
主
催
）

　
　
　
　

午
後
３
時　

終
了
予
定

※
受
け
付
け
は
午
後
０
時
30

分
か
ら

そ
の
他　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
は
が
き
で

ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
本

町
に
住
民
票
が
無
い
方
で
も
、
参

加
希
望
さ
れ
る
方
や
案
内
は
が
き

の
届
か
な
か
っ
た
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

な
お
、
記
念
品
は
、
出
席
報
告
者

の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

●
生
涯
学
習
講
座　

書
き
初
め
大
会

日　

時　

１
月
11

日
㈮　

午
前
９
時
30

分
～

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

幼
児
・
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

定　

員　

30

名

参
加
費　

５
０
０
円
（
教
材
費
等
と
し
て
、

申
込
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

持
ち
物　

下
敷
き
、
大
筆
、
中
筆
、
墨
汁
、

す
ず
り
※
持
っ
て
い
な
い
方
は
受

付
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

書
道
や
書
き
初
め
を
あ
ま
り
や
っ

た
こ
と
の
な
い
方
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
書
き

初
め
終
了
後
、
参
加
者
全
員
で
お

し
る
こ
も
食
べ
ま
す
。

　
　
　
　

12

月
25

日
㈫
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

12

月
17

日
㈪
～
24

日
㈪

　
　

人
権
の
花
作
品
展

１
月
８
日
㈫
～
14

日
㈪

　
　

櫻
井
風
土
絵
画
展

１
月
16

日
㈬
～
27

日
㈰

　
　

書
き
初
め
大
会
作
品
展

１
月
30

日
㈬
～
2

月
11

日
㈪

　
　

小
中
学
校
作
品
展

２
月
14

日
㈭
～
27

日
㈬

　
　

健
康
川
柳
展

３
月
２
日
㈯
～
13

日
㈬

　
　

平
成
30

年
度
足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室

日　

時　

１
月
８
日
㈫
・
９
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30

分
～
２
時
30

分

場　

所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対　

象　

小
学
生

●
十
勝
東
北
部
方
面
ス
ケ
ー
ト
大
会

日　

時　

１
月
12

日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30

分
～

場　

所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対　

象　

小
・
中
学
生

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

日　

時　

１
月
16

日
㈬
～
18

日
㈮

　
　
　
　

午
後
６
時
45

分
～
８
時
30

分

場　

所　

里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

対　

象　

小
・
中
学
生

●
第
63

回
町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会

日　

時　

２
月
２
日
㈯

　
　
　
　

午
前
８
時
30

分
～

場　

所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対　

象　

町
民
（
幼
児
か
ら
一
般
）

●
第
58

回
全
十
勝
小
中
学
校
選
抜
ス
ピ
ー
ド

　

ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会

日　

時　

２
月
11

日
㈪

　
　
　
　

午
前
８
時
～　

開
会
式

　
　
　
　

午
前
９
時
～　

競
技
開
始

場　

所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

※
十
勝
管
内
の
各
方
面
予
選
を
通
過
し
た
小
・

中
学
生
が
十
勝
一
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

社
会
体
育
事
業
に
関
す
る
詳
細
は

 

総
合
体
育
館　

☎

25

－

３
１
９
１

Vol.114

遣
事
業
パ
ネ
ル
展

３
月
16

日
㈯
～
28

日
㈭

　
　

旭
町
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
展

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

●
冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

　

冬
休
み
の
長
期
休
業
中
の
児
童
の
居
場
所

づ
く
り
と
基
礎
学
力
向
上
の
手
助
け
の
た
め
、

冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

12

月
27

日
㈭
・
28

日
㈮

　
　
　
　

１
月
７
日
㈪
～
10

日
㈭

 

計
６
日
間

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
い
時
間
や
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
を
通
じ
て
周
知
し
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

そ
の
他　

参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
※
託
児
所
も
あ
り
ま
す

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

日　

時　

12

月
18

日
㈫　

１
月
29

日
㈫

　
　
　
　

２
月
26

日
㈫　

３
月
19

日
㈫

　
　
　
　

午
前
10

時
～
11

時
30

分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

日　

時　

１
月
31

日
㈭

　
　
　
　

午
前
10

時
～
正
午

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

詳　

細　

図
書
館
ル
イ
カ
☎

25

－

３
１
８
９

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

　

「
す
く
す
く
」

日　

時　

12

月
13

日
㈭　

１
月
15

日
㈫

　
　
　
　

２
月
14

日
㈭

　
　
　
　

午
前
10

時
10

分
～
11

時
50

分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

●
町
勤
労
青
年
国
内
研
修
参
加
者

期　

間　

２
月
13

日
㈬
～
18

日
㈪

　
　
　
　

５
泊
６
日

研
修
地　

九
州
（
福
岡
県
・
長
崎
県
ほ
か
）

定　

員　

５
名

経　

費　

自
己
負
担
額　

５
０
，
０
０
０
円

内　

容　

九
州
大
学
の
視
察
研
修
を
中
心
に

青
年
交
流
や
現
地
で
の
体
験
学
習

な
ど
を
行
い
ま
す
。

資　

格　

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
で
働
く
青

年
で
、
町
内
の
青
年
団
体
に
所
属

か
所
属
す
る
意
思
の
あ
る
方

※
内
容
や
資
格
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

●
里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

　

12

月
下
旬
利
用
開
始
予
定
で
す
。
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
限
定
で
す
。
ま
た
、
滑
走
す
る
際
は
、
手

袋
・
帽
子
の
着
用
な
ど
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

掲
示
し
て
あ
る
ル
ー
ル
を
厳
守
願
い
ま
す
。

詳　

細　

総
合
体
育
館 

☎

25

－

３
１
９
１

●
里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

　

１
月
中
旬
利
用
開
始
予
定
で
す
。
ス
キ
ー

場
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
の
滑
走
は
可
能
で

す
が
、
ソ
リ
で
の
滑
走
は
禁
止
で
す
。
係
員

の
指
示
に
従
い
安
全
に
滑
走
願
い
ま
す
。

詳　

細　

総
合
体
育
館 

☎

25

－

３
１
９
１

「
冬
の
博
物
館
」

　

恒
例
の
冬
の
博
物
館
を
開
催
し
ま
す
。
雪

中
化
石
探
検
で
掘
り
出
し
た
化
石
で
ペ
ン
ダ

ン
ト
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
世
界
で
一
つ
だ

け
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

１
月
11

日
㈮
・
12

日
㈯

　
　
　
　

①
午
前
10

時
～
11

時
30

分

　
　
　
　

②
午
後
１
時
30

分
～
３
時

　
　
　
　

※
各
日
２
回
の
計
４
回
開
催

定　

員　

各
回
10

人
（
合
計
40
人
）

参
加
料　

５
０
０
円

受　

付　

１
月
７
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま
す

特
別
ミ
ニ
発
掘
「
猪
肉
石
」

　

１
月
７
日
か
ら
亥
年
（
イ
ノ
シ
シ
）
に
ち

な
み
20

個
限
定
で
特
別
ミ
二
発
掘
が
体
験
で

き
ま
す
。
※
材
料
費
５
０
０
円

詳　

細　
　

博
物
館 

☎

25

－

９
１
０
０

動
物
化
石
博
物
館
情
報

雪中から化石を発掘
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●
年
末
年
始
お
休
み
し
ま
す

　

町
図
書
館
は
、
12

月
30

日
か
ら
１
月
５
日

ま
で
、
年
末
年
始
の
お
休
み
と
な
り
、
６
日

か
ら
通
常
開
館
し
ま
す
。

　

本
の
貸
し
出
し
は
、
29

日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
本
の
返
却
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
あ
る
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
い

た
だ
け
れ
ば
い
つ
で
も
可
能
で
す
。

●
児
童
館
分
館
か
ら

　

児
童
館
が
年
末
年
始
の
休
館
と
な
る
た
め

児
童
館
分
館
は
12

月
29

日
か
ら
１
月
７
日
ま

で
の
間
、
分
館
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
１

月
８
日
か
ら
通
常
ど
お
り
開
館
い
た
し
ま
す
。

来
年
も
ぜ
ひ
児
童
館
分
館
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

図
書
館
休
館
日

　

12

月
か
ら
２
月
ま
で
の
休
館
日
で
す
。

　

月
曜
日
が
休
館
で
す
。

12

月　

３
日
、
10

日
、
17

日
、
24
日

　
　
　

30

日
～
31

日
（
年
末
休
館
）

１
月　

１
日
～
５
日
（
年
始
休
館
）

　
　
　

７
日
、
14
日
、
21

日
、
28

日

２
月　

４
日
、
11

日
、
18

日
、
25

日

読
み
聞
か
せ

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日　

１
月
26

日
㈯　

２
月
23

日
㈯

　
　
　
　

３
月
23

日
㈯

時　

間　

午
前
10

時
30

分
～
11

時

場　

所　

図
書
館
ル
イ
カ

対　

象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

詳　

細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

 

☎

25

－

４
９
７
４

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日　

２
月
６
日
㈬　

３
月
６
日
㈬

時　

間　

午
前
11

時
～
11

時
30

分

場　

所　

図
書
館
ル
イ
カ

対　

象　

乳
幼
児
か
ら
幼
児

詳　

細　

「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

 

☎

25

－

２
９
７
４

新

刊

案

内

●
一
般
書

銀
橋 

中
山　

可
穂

宴
の
前 

堂
場　

瞬
一

下
町
ロ
ケ
ッ
ト　

ヤ
タ
ガ
ラ
ス 

池
井
戸
潤

銀
河
を
渡
る 

沢
木
耕
太
郎

到
達
不
能
極 

斉
藤　

詠
一

人
さ
ら
い 

翔
田　
　

寛

沈
黙
の
パ
レ
ー
ド 

東
野　

圭
吾

バ
ロ
ル
の
晩
餐
会 

夢
枕　
　

獏
ほ
か

私
は
あ
な
た
の
瞳
の
林
檎 

舞
城
王
太
郎

Ｔ
Ｅ
Ｎ 

楡　
　

周
平

た
て
が
み
を
捨
て
た
ラ
イ
オ
ン
た
ち

 

白
岩　
　

玄

あ
る
男 

平
野
啓
一
郎

草
原
の
コ
ッ
ク
・
オ
ー
・
ヴ
ァ
ン　

高
原
カ

フ
ェ
日
誌
Ⅱ 

柴
田
よ
し
き

エ
ム
エ
ス

－

継
続
操
作
ゼ
ミ
２

－

 

今
野　
　

敏

第
六
天
の
魔
王
な
り 

吉
川　

永
青

佐
野
洋
子
の
動
物
も
の
が
た
り 

佐
野
洋
子

は
ん
ぷ
く
す
る
も
の 

日
上　

秀
之

●
絵
本
・
児
童
書

ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん　

お
ば
け
の
や
ま

 

工
藤
ノ
リ
コ

キ
ラ
キ
ラ
ッ
と
ほ
し
が
か
が
や
き
ま
し
た

 

宮
西　

達
也

も
み
じ
の
て
が
み 

き
く
ち
ち
き

ア
ー
サ
ー
王
の
世
界
４ 

斉
藤　
　

洋

ぼ
く
の
た
び 

み
や
こ
し
あ
き
こ

１
０
０
年
た
っ
た
ら 

石
井　

睦
美

ど
こ
が
な
が
い
か
わ
か
る
？

 
み
や
に
し
た
つ
や

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
か
ざ
ろ
う

 

パ
ト
リ
シ
ア
・
ト
ー
ト

ね
こ
の
ピ
ー
ト　

ク
リ
ス
マ
ス
を
届
け
よ
う

 

エ
リ
ッ
ク
・
リ
ト
ウ
ィ
ン

ク
リ
ス
マ
ス
だ
よ
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
！

 

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
シ
ャ
ノ
ン

詳　

細　

図
書
館
ル
イ
カ
☎

25

－

３
１
８
９

図
書
館
ル
イ
カ
か
ら
の
お
知
ら
せ

大木のオブジェがお出迎え

皆さんの来館をお待ちしています

木村さ
ん制作の版画「祭前夜」

足

寄

町

図

書

館

ル

イ

カ

オ

ー

プ

ン

！

●
つ
い
に
図
書
館
が
完
成

●
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

町
民
待
望
の
町
図
書
館
「
ル
イ
カ
」
が
11

月
18

日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

開
館
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ン
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
安
久
津
勝
彦
町
長
、
吉
田
敏

男
議
長
、
藤
代
和
昭
教
育
長
、
愛
称
「
ル
イ

カ
」
の
名
付
け
親
の
笠
原
圭
さ
ん

（
足
小
５
年
）

の
４
人
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

正
午
の
一
般
開
館
時
に
は
、
オ
ー
プ
ン
を

待
ち
か
ね
た
約
30

人
が
列
を
作
る
な
ど
大
賑

わ
い
と
な
り
、
た
く
さ
ん
本
を
借
り
る
人
や

新
設
さ
れ
た
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
む
子

ど
も
た
ち
の
ほ
か
、
学
習
コ
ー
ナ
ー
は
、
勉

強
を
す
る
生
徒
で
満
席
に
な
る
な
ど
、
終
日

多
く
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
部
分
を
大
幅
に
改
修

し
た
図
書
館
は
、
従
前
の
図
書
室
に
比
べ
面

積
で
約
５
倍
の
約
６
９
０
㎡
の
フ
ロ
ア
を
有

し
、
蔵
書
も
約
３
５
，
０
０
０
冊
と
な
り
ま

し
た
。
蔵
書
は
今
後
も
増
や
し
、
数
年
後
に

は
５
０
，
０
０
０
冊
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

館
内
は
、
大
き
く
分
け
て
４
つ
の
コ
ー
ナ

ー
に
分
か
れ
て
お
り
、
用
途
に
合
わ
せ
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
げ
る
工

夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
図
書
館
司
書
も
配
置
さ
れ
、
図
書

に
関
す
る
各
種
相
談
も
お
受
け
い
た
し
ま
す

の
で
、
担
当
職
員
に
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

詳　

細　

図
書
館
ル
イ
カ
☎

25

－

３
１
８
９

　

町
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
図
書
館
に
数
多
く

の
ご
寄
付
・
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
町
出
身
で
国
画
会
・
道
版
画
協
会
会
員

の
版
画
家
・
木
村
多
伎
子
さ
ん

か
ら
は
、
自
身

の
作
品
「
祭
前
夜
」
な
ど
版
画
２
作
品
が
寄

贈
さ
れ
、
町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
入

口
な
ど
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
に
は
、
木
村
さ
ん

の
い
と
こ
の
清
水

敏
彦
さ
ん

か
ら
木
村
さ
ん

制
作
の
版
画
を
、
池
田

千
鶴
さ
ん

か
ら
は
絵
画
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
館
内

に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
帯
広
信
用
金
庫
（
髙
橋
常
夫
理
事

長
）
・
足
寄
喜
盛
会
（
新
津
則
之
会
長
）
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
々
か
ら
図
書
資
料
等
の

購
入
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の
寄
付
や
本
の

寄
贈
を
受
け
て
い
ま
す
。

●
町
民
セ
ン
タ
ー
も
供
用
開
始

　

平
成
29

年
度
か
ら
改
修
工
事
を
行
っ
て
き

ま
し
た
町
民
セ
ン
タ
ー
も
お
お
む
ね
の
内
部

改
修
を
終
え
た
こ
と
か
ら
、
図
書
館
オ
ー
プ

ン
に
合
わ
せ
て
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

供
用
開
始
に
併
せ
て
、
使
用
料
金
の
改
訂

も
行
い
ま
し
た
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
基

本
使
用
料
は
、
１
時
間
当
た
り
の
金
額
と
な

り
、
冷
暖
房
料
を
含
む
金
額
で
す
。

【
基
本
使
用
料
一
覧
】

多
目
的
ホ
ー
ル 

３
，
０
０
０
円

ス
テ
ー
ジ 

７
０
０
円

和
室 

４
０
０
円

会
議
室
１ 

４
０
０
円

会
議
室
２ 

４
０
０
円

会
議
室
３ 

５
０
０
円

会
議
室
４ 

３
０
０
円

調
理
実
習
室 

７
０
０
円

展
示
コ
ー
ナ
ー 

７
０
０
円

※
町
外
お
よ
び
営
利
目
的
等
の
場
合
の
使
用

料
は
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
社
会
教
育
関
係
団
体
、
文
化
団
体
活
動
等

の
減
免
割
合
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
は
、
来
年

度
最
終
年
度
を
迎
え
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
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－

３
１
８
８

●
年
末
・
年
始
休
館
日

　

社
会
教
育
関
係
施
設
の
年
末
・
年
始
休
館

の
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。
不
明
な
点
は

各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
民
セ
ン
タ
ー

 

12

月
30

日
㈰
～
１
月
５
日
㈯

生
涯
学
習
館

 

12

月
30

日
㈰
～
１
月
５
日
㈯

総
合
体
育
館

 

12

月
30

日
㈰
～
１
月
６
日
㈰

 

※
開
館
は
７
日
　
午
後
１
時

温
水
プ
ー
ル

 

12

月
30

日
㈰
～
１
月
６
日
㈰

動
物
化
石
博
物
館

 

12

月
30

日
㈰
～
１
月
６
日
㈰

※
図
書
館
ル
イ
カ
は
別
記
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ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
寄
せ
て

ど
ん
ぐ
り
発
表
会

東
京
あ
し
ょ
ろ
会

　

第
39

回
東
京
と
足
寄
を
結
ぶ
・
ふ
る
里
会

（
湯
浅
徳
弥
会
長
）
が
東
京
都
新
宿
区
の
ホ

テ
ル
で
11

月
10

日
に
開
催
さ
れ
、
本
町
に
ゆ

か
り
の
あ
る
方
な
ど
74
人
が
参
加
し
、
懐
か

し
い
旧
友
や
先
輩
、
後
輩
と
故
郷
の
思
い
出

や
近
況
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

11

月
17

日
、
町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
（
佐
竹
桃
代

園
長
）
の
第
12

回
発
表
会
が
遊
戯
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

湯浅会長

平成30年度

生活困難世帯に対する冬の生活支援対策事業のお知らせ
　灯油価格の高騰に伴い、高齢者世帯・障がい者世帯・ひとり親世帯等の生活

困難世帯に対し灯油購入資金の一部を助成し、冬期間の生活を支援します。

【支給対象となる世帯】

（１）平成30年11月１日現在、足寄町に住所を有し、引き続き在宅で生活する方の属する世帯であって、

平成30年度市町村民税非課税の世帯

（２）世帯年間収入が、１人暮らし１００万円以下、２人暮らし１４０万円以下、３人暮らし１８０万

円以下の世帯（１人増えるごとに40万円を加えます）

（３）（１）および（２）に該当し、かつ以下のいずれかに該当する世帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⇒

・高齢者世帯～65歳以上の１人世帯および65歳以上の世帯員のみの世帯

・障がい者世帯～世帯主が身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者福祉手帳を所持している世帯

・ひとり親世帯～18歳以下の児童を養育しているひとり親世帯

【助 成 額】　１世帯につき足寄町商工会が発行する商品券　１０，０００円分

【申請受付期間】　12月25日㈫～平成31年２月28日㈭

　　　　　　　　　午前８時35分～午後５時５分　※土日祝日、年末年始（12/29-1/6）除く

【申 請 方 法】　要件に該当する世帯の方は、印鑑・窓口にくる方の身分証明書（運転免許証、健康

保険証、マイナンバーカードなど）・世帯の収入がわかる書類（年金証書など）を

ご持参のうえ、役場福祉課福祉担当窓口で申請をしてください。

　詳　　　　細　　役場福祉課福祉担当　☎２５－２１４１内線１４２

●次の世帯は対象外となります

　①生活保護受給世帯

　②世帯全員が社会福祉施設（特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム、グループホーム、福祉ホーム）

等に入所している世帯

　

足
寄
消
防
団
の
出

初
式
が
、
平
成
31
年

１
月
４
日
に
挙
行
さ

れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
続

い
て
い
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
出
初
式
。

全
消
防
団
員
が
同
じ

決
意
の
元
に
新
し
い
一
年
を
迎
え
る
行
事
と

し
て
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
も
毎
年
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

出
初
式
は
町
民
セ
ン
タ
ー
前
で
消
防
団
員

が
徒
歩
で
行
う
分
列
行
進
と
、
消
防
団
の
全

車
両
が
集
ま
っ
て
行
わ
れ
る
車
両
分
列
行
進

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
多
く
の
消
防
団
員
と
、

多
数
の
消
防
車
両
が
勇
猛
に
行
進
す
る
そ
の

姿
は
正
に
壮
観
で
あ
り
、
私
た
ち
の
町
を
災

害
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
消
防
団
員
を
間
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
良
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ

一
度
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
分
列
行
進
後
に
行
わ
れ
る
式
典
で

は
、
永
年
勤
め
上
げ
ら
れ
た
消
防
団
員
に
対

す
る
表
彰
や
、
消
防
団
長
か
ら
の
訓
示
を
受

け
、
決
意
を
新
た
に
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま

す
。

　

出
初
式
は
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
の
ご
参
観
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
足
寄
消
防
団
出
初
式

日　

時　
　

平
成
31

年
１
月
４
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
10

時
40
分
～
分
列
行
進

　
　
　
　
　

午
前
11

時
～
式
典

場　

所　
　

町
民
セ
ン
タ
ー

※
午
前
９
時
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す
。

　

足
寄
消
防
団
で
は
12

月
25

日
か
ら
30

日
ま

で
歳
末
夜
間
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。
本
格
的

な
冬
が
近
づ
く
と
と
も
に
、
ご
家
庭
で
も
暖

房
器
具
が
使
用
さ
れ
る
機
会
も
増
え
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
災
害
が
発
生
し
な
い
よ
う

外
出
の
際
に
は
今
一
度
、
火
の
元
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
、
平
成
最
後
の
年
末
を
穏
や
か

に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

 

詳
細　

足
寄
消
防
署 

☎
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－

２
６
１
９

消防通信　第32号

前　略

足寄消防署より

足
寄
消
防
団

 

出
初
式

年
間
出
動
件
数 

（
11
月
30
日
現
在
）

救
急
出
動 

１
５
０
件
（
３
件
減
）

火
災
出
動 

７
件
（
１
件
減
）

 

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比
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マイナンバー（個人番号）は、

平成27年10月に送付された通知

カードにてご確認ください

高
齢
者
虐
待
の
な
い
地
域
を

 
目
指
し
ま
し
ょ
う

　

「
高
齢
者
虐
待
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
虐

待
と
い
う
と
暴
力
行
為
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
た

れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
養
護
者
（
在
宅
で
高
齢

者
を
養
護
・
介
護
す
る
者
）
が
無
自
覚
に
行

っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
が
、
高
齢
者
虐
待

の
特
徴
で
す
。

高
齢
者
虐
待
と
は

　

虐
待
の
類
型
は
５
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
「
身
体
的
虐
待
」
高
齢
者
の
身
体
に
外
傷

が
生
じ
る
、
ま
た
は
そ

の
お
そ
れ
の
あ
る
暴
行

を
加
え
る
こ
と
。

例　

殴
る
、
つ
ね
る
、
蹴

る
等
の
暴
力
。
強
制
に
よ
る
行
為

（
無
理
や
り
食
事
を
口
に
入
れ
る
、
医
学
的

根
拠
な
し
に
リ
ハ
ビ
リ
を
強
要
す
る
等
）
。

②
「
介
護
・
世
話
の
放
棄
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
」

介
護
や
世
話
を
行
っ

て
い
る
者
が
、
介
護
を

放
棄
ま
た
は
放
任
し
、

高
齢
者
自
身
の
身
体
・

精
神
的
状
態
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
。

例　

水
分
や
食
事
を
十
分
に
与
え
ら
れ
な
い

こ
と
に
よ
り
脱
水
症
状
や
栄
養
失
調
状
態
と

な
っ
て
し
ま
う
、
入
浴
を
さ
せ
な
い
、
室
内

が
ゴ
ミ
だ
ら

け
の
環
境
で

生
活
さ
せ
る
。

③
「
心
理
的
虐
待
」
高
齢
者
に
著
し
い
心
理

的
外
傷
を
与
え
る
言
動
を
行
な
う
こ
と
。

例　

怒
鳴
る
、
悪
口
を

言
う
、
無
視
を
す
る
。

④
「
性
的
虐
待
」
高
齢
者
に
わ
い
せ
つ
な
行

為
を
す
る
こ
と
、
ま
た
は
そ
れ
を
さ
せ
る
こ

と
。

例　

下
半
身
を
裸
に
し
て
放
置
す
る
、
わ
い

せ
つ
行
為
を
強
要
す
る
。

⑤
「
経
済
的
虐
待
」
高
齢
者
の
財
産
を
不
当

に
処
分
す
る
こ
と
。
そ
の
他
高
齢
者
か
ら
不

当
に
財
産
上
の
利
益
を
得
る
こ
と
。

例　

年
金
や
貯
金
を
本
人
の
意
思
に
反
し
て

使
用
す
る
、
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
使
わ
せ

な
い
、
自
宅
等
を
本
人
に
無
断
で
売
る
。

虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら

　

平
成
18

年
４
月
か
ら
「
高
齢
者
虐
待
防
止

法
」
が
施
行
さ
れ
、
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ

れ
る
高
齢
者
を
発
見
し
た
者
は
、
市
町
村
に

通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
が

課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
は
、
虐
待
を
し
て
い
る
養
護

者
本
人
に
虐
待
を
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が

な
い
、
ま
た
は
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者

自
身
も
知
ら
れ
た
く
な
い
等
の
理
由
か
ら
発

見
し
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
態
の
深

刻
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
周
囲
の
方
は
早
め

の
通
報
、
早
め
の
相
談
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

「
高
齢
者
虐
待
か
な
？
と
思
っ
て
も
、
通

報
す
る
こ
と
に
た
め
ら
い
が
あ
る
…
」
と
い

う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
通
報
・
相
談
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
役
場
福
祉
課
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課

　
　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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介
護
（
世
話
）
を
し
て
い
る
方
へ

　

少
し
疲
れ
て
い
ま
せ

ん
か
？
介
護
に
不
安

や
負
担
を
感
じ
て
い

ま
せ
ん
か
？

　

小
さ
な
悩
み
で
も
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
相
談
す
る
こ
と
で
、
気
持
ち
が
楽
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
休
む
こ
と
で
、
適
切
な
介
護
を
続
け
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
負
担
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

誰
も
が
い
ず
れ
高
齢
者
に
な
り
ま
す
。
ま

た
誰
も
が
介
護
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
身
近
に
起
こ
り
う
る
高
齢
者
虐
待
で
す

が
、
地
域
で
の
何
気
な
い
見
守
り
・
支
え
合

い 

が
高
齢
者
虐
待
の
な
い
地
域
を
つ
く
り

ま
す
。

確定申告の
お知らせ　

十
勝
池
田
税
務
署
の
確
定
申
告

開
設
期
間
に
つ
い
て

医
療
費
控
除
の
提
出
書
類
が

簡
易
化
さ
れ
ま
し
た

確
定
申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
記
載
が
必
要
で
す

開
設
期
間　

平
成
31

年
２
月
18

日
㈪
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
15

日
㈮

申
告
会
場　

十
勝
池
田
税
務
署

　
　
　
　

池
田
町
字
旭
町
１
丁
目
８
番
地
８

受
付
時
間　

平
日

：

午
前
９
時
～
午
後
４
時

留
意
事
項　

申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
お
早
め
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
の
混
雑
状
況
に

よ
り
受
け
付
け
を
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
ご
相
談
は
、
申
告
会
場
を
開

設
す
る
２
月
18

日
以
降
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
告
に
関
す
る
ご
質
問
や
必
要
な
書
類
の
ご

確
認
な
ど
は
、
お
電
話
で
問
い
合
わ
せ
す
る

　

平
成
29

年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
領
収
書

の
提
出
の
代
わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細

書
」
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
医
療

費
控
除
の
明
細
書
に
は
、
医
療
を
受
け
た
人

ご
と
、
病
院
・
薬
局
ご
と
に
医
療
費
を
合
計

し
て
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
で
は
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
や

確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
税
務
署
か
ら
求

め
ら
れ
た
と
き
は
、
提
示
ま
た
は
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）
。

　

申
告
を
す
る
方
や
扶
養
親
族
の
方
な
ど
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
申
告

書
を
提
出
す
る
都
度
、
申
告
者
ご
本
人
の
本

人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が

必
要
で
す
（
控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親
族

お
よ
び
事
業
専
従
者
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

は
不
要
で
す
）
。

※
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
書
等
を
送
信
す
れ
ば
、

本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
提

出
は
不
要
で
す
。

【
本
人
確
認
書
類
の
例
】

例
１　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

例
２　

通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
、
公
的

医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳　

細　

十
勝
池
田
税
務
署

 

☎

０
１
５

－

５
７
２

－

２
１
７
１

ス
ト
ッ
プ
！
税
の
滞
納

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
納
付
し
て
い
る
町
税
や

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
等
の
徴
収
金
は
、
福
祉
・

教
育
・
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
自

主
財
源
で
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
を
発
送

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10

日
を
経
過
し
た
日

ま
で
に
完
納
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
財

産
の
調
査
や
住
居
内
の
捜
索
を
行
い
、
法
に

従
っ
て
財
産
の
差
し
押
さ
え
等
を
執
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

滞
納
を
放
置
し
て
捜
索
や
差
し
押
さ
え
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
と
、
あ
な
た
の
経
済
的

事
情
や
社
会
的
信
用
が
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
不
振
な
ど
、

納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
一
刻
も

早
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い
税

金
や
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
割
合
で
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
収
納
担
当

 

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
２
３
７
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ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
73
回

あ
な
た
も
今
日
か
ら
は
じ
め
よ
う

「
つ
れ
て
っ
て
！
習
慣
」

～
買
い
方
ひ
と
つ
で
減
ら
せ
る

 

「
食
品
ロ
ス
」
に
つ
い
て
～

　

皆
さ
ん
は
「
食
品
ロ
ス
」
と
い
う
言
葉
を

ご
存
じ
で
す
か
。
「
食
品
ロ
ス
」
と
は
、
本

来
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食

品
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
の
全
て
の
人
が
食
べ
ら
れ
る

だ
け
の
食
料
が
生
産
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、

お
よ
そ
９
人
に
１
人
が
飢
餓
に
苦
し
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
「
食
品
ロ
ス
」
は
世
界
的
に
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
食
料
の
廃
棄
削

減
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
「
食
品
ロ
ス
」
は

平
成
27

年
度
推
計
に
よ
る
と
年
間
約
６
４
６

万
ト
ン
、
そ
の
う
ち
約
半
分
は
家
庭
か
ら
の

廃
棄
だ
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字

は
一
人
あ
た
り
年
間
51

㎏
も
の
食
品
が
ま
だ

食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
の
消
費
支
出
の
４
分
の
１
を

食
料
費
が
占
め
、
私
た
ち
消
費
者
に
と
っ
て

も
「
食
品
ロ
ス
」
を
減
ら
す
こ
と
は
非
常
に

大
切
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
が
店
舗
で
食
品
を
購
入
す
る
際
に

意
識
し
た
い
行
動
と
し
て
、
国
の
モ
デ
ル
事

業
で
行
っ
て
い
る
東
京
都
の
フ
ー
ド
ロ
ス
チ

ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
つ
れ
て
っ
て
！

習
慣
」
と
い
う
啓
発
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
「
食
品
ロ
ス
」
を
削
減
す
る
た
め
に

は
消
費
者
だ
け
で
は
な
く
事
業
者
も
共
に
協

力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の

観
点
か
ら
、
消
費
者
庁
の
「
食
品
ロ
ス
削
減
」

食
べ
物
の
ム
ダ
を
な
く
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
つ
れ
て
っ
て
 

習
慣
」

①
賞
味
期
限
の
近
い
も
の
か
ら
順
番
に
つ
れ

て
っ
て
 

②
無
駄
な
く
使
い
き
れ
る
よ
う
に
食
べ
ら
れ

る
量
を
つ
れ
て
っ
て
 

③
家
に
あ
る
も
の
を
思
い
出
し
な
が
ら
つ
れ

て
っ
て
 

（
参
考

：

つ
れ
て
っ
て
 
習
慣　

ウ
ェ
ブ
サ

イ
トh

ttp
s
://s
h
o
k
u
h
in
-lo
s
s
.n
e
t/

）

で
は
事
業
者
や
教
育
現
場
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

〈
事
例

：
神
戸
市
の
場
合
〉

　

商
品
棚
「
て
ま
え
ど
り
」
で
食
品
ロ
ス
削

減
に
向
け
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
10

月
に
実
施
。

商
品
棚
の
手
前
に
並
べ
る
販
売
期
限
が
近
い

値
引
き
商
品
な
ど
か
ら
購
入
す
る
こ
と
を
「
て

ま
え
ど
り
」
と
銘
打
ち
、
期
限
が
近
い
商
品

の
購
入
を
促
進
。

　

一
部
の
店
舗
で
賞
味
期
限
が
５
日
後
の
豆

腐
と
１
日
後
の
豆
腐
の
味
比
べ
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
間
違
え
る
人
も
多
く
「
味
は
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
」
「
普
段
は
後
ろ
の
商
品

を
取
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
日
に
食
べ
る
も

の
な
ら
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
手
前
か
ら
取

る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た

と
の
こ
と
。

〈
事
例

：

京
都
市
の
場
合
〉

　

平
成
29

年
度
に
京
都
市
内
の
食
品
ス
ー
パ

ー
の
協
力
を
得
て
、
一
部
の
加
工
食
品
の
販

売
期
限
を
賞
味
期
限
・
消
費
期
限
に
延
長
し

た
と
こ
ろ
、
対
象
商
品
全
体
で
約
10

％
が
廃

棄
さ
れ
ず
に
済
み
、
調
査
に
協
力
し
た
市
民

の
９
割
以
上
が
「
販
売
期
限
延
長
で
食
品
ロ

ス
に
つ
な
が
る
こ
と
は
良
い
こ
と
」
と
賛
成

し
た
と
の
こ
と
。
ま
た
「
賞
味
期
限
は
期
限

切
れ
で
も
十
分
に
食
べ
ら
れ
る
。
捨
て
て
し

ま
う
に
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
の
共
感
の
声

も
上
が
り
ま
し
た
。

【
消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
消
費
期
限
と
賞
味
期
限
の
違
い
を
き
ち
ん

と
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

・
賞
味
期
限
は
「
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
目
安
」
（
過
ぎ
て
も
一
応
食
べ
ら
れ

る
）

・
消
費
期
限
は
「
過
ぎ
た
ら
食
べ
な
い
方
が

良
い
目
安
」
（
過
ぎ
た
ら
食
べ
ら
れ
な
い
）

②
買
い
物
は
、
家
庭
に
あ
る
食
品
を
事
前
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

③
料
理
は
食
べ
る
量
だ
け
作
る
こ
と
を
心
が

け
、
食
べ
き
れ
な
い
と
き
は
、
ほ
か
の
料
理

に
リ
メ
イ
ク
す
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

詳　

細　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎

28

－

０
５
８
５

　
　
　
　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

腎臓

昨年２月に開催された

講座の様子

腎
臓
と
血
圧
の
お
話

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

　

腎
臓
は
、
へ
そ
よ
り
や
や
上
方
の
背
中
側

に
左
右
一
つ
ず
つ
あ
り
、
そ
ら
豆
の
よ
う
な

形
を
し
て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
、
大
人
の
手

の
こ
ぶ
し
ほ
ど
で
、
重
さ
は
片
方
１
０
０
か

ら
１
５
０
グ
ラ
ム
と
他
の
臓
器
と
比
べ
る
と

小
さ
な
つ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

腎
臓
に
あ
る
、
数
本
の
毛
細
血
管
が
球
状

に
集
ま
っ
た
糸し

球
き
ゅ
う

体た
い

で
は
、
体
に
と
っ
て

大
切
な
栄
養
分
を
残
し
余
分
な
老
廃
物
を
捨

て
る
「
ろ
過
」
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

血
圧
の
数
値
を
決
め
る
の
は
腎
臓

　

毎
日
心
臓
か
ら
腎
臓
に
血
液
が
流
れ
込
み
、

１
回
の
鼓
動
で
送
り
出
さ
れ
る
血
液
の
量
は

約
５
リ
ッ
ト
ル
で
す
。
こ
の
う
ち
約
20

％
の

１
リ
ッ
ト
ル
の
血
液
が
、
腹
部
大
動
脈
（
直

径
２
．
５
cm

）
か
ら
枝
分
か
れ
し
た
腎
動
脈

（
８
mm

）
な
ど
を
通
り
、
最
終
的
に
は
糸
球

体
の
毛
細
血
管
（
０
．
０
０
５
mm

）
に
流
れ

込
み
、
血
液
か
ら
１
日
に
原
尿
１
５
０
㎖
が

作
ら
れ
ま
す
。

　

大
き
な
血
管
か
ら
細
い
血
管
へ
と
血
液
が

流
れ
込
む
た
め
、
血
流
の
圧
が
高
い
と
血
管

内
皮
を
傷
め
て
し
ま
い
ま
す
。
血
管
が
傷
む

と
、
腎
臓
の
中
の
糸
球
体
が
壊
れ
て
機
能
し

な
く
な
り
、
体
内
の
老
廃
物
を
排
泄
で
き
な

く
な
っ
た
り
、
必
要
な
栄
養
分
を
再
吸
収
し

て
体
内
で
使
え
な
い
と
い
う
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ

Ｋ
Ｄ
）
な
ど
の
不
健
康
な
状
況
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

腎
臓
は
生
活
の
中
で
、
全
身
の
血
圧
が
変

動
し
て
も
（
80

～
１
８
０
㎜
Ｈ
ｇ
）
傍ぼ
う

糸し

球
き
ゅ
う

体た
い

細
胞
（
レ
ニ
ン
分
泌
）
ア
ン
ギ
オ
テ
ン

シ
ン
Ⅱ
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
、
血
管

を
収
縮
す
る
こ
と
で
血
圧
を
一
定
に
保
っ
て

い
ま
す
。

塩
分
と
腎
臓

　

人
間
の
血
液
内
の

塩
分
濃
度
は
０
．
９

％
と
決
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
食
事
か
ら
摂

取
す
る
食
塩
の
量
は 

　

次
回
の
開
催
は
２
月
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
腎
臓
・
血
圧
を
守
る
減
塩
食
講
座
」

日　

時　

平
成
31

年
２
月
15

日
㈮

　
　
　
　

午
前
11

時
30

分
～
午
後
１
時

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

定　

員　

20

名
（
先
着
順
）

講　

師　

酒
井　

大
さ
ん

 

（
キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業
㈱
）
ほ
か

内　

容　

①
講
話
「
高
血
糖
と
腎
臓
」

　
　
　
　

②
減
塩
食
（
昼
食
）
の
試
食

　
　
　
　

③
講
話
「
慢
性
腎
臓
病

 

食
事
の
ポ
イ
ン
ト
」

参
加
費　

無
料

※
個
別
に
食
事
な
ど
の
ご
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

申
込
先
・
詳
細

　
　
　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

 

☎

25

－

２
５
７
１

一
定
で
は
な
く
、
余
分
と
な
る
塩
分
と
水
分

は
腎
臓
が
尿
に
し
て
排
泄
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
腎
臓
が
処
理
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の

塩
分
を
摂
取
し
て
し
ま
う
と
血
圧
が
高
い
ま

ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
体
重
50

㎏
の
方
が
塩
分
を
５
ｇ

余
分
に
取
る
と
、
水
分
で
薄
め
る
た
め
に
、

血
管
を
流
れ
る
血
液
量
が
13

％
も
増
え
、
血

圧
が
上
昇
し
、
増
え
た
分
は
尿
と
し
て
排
泄

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
血
管
と
腎
臓
に
負

担
が
増
大
し
ま
す
。

　

現
代
の
日
本
人
の
塩
分
摂
取
量
は
１
日
10

ｇ
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
血
圧
を
上

げ
な
い
食
塩
量
は
１
日
に
６
ｇ
未
満
が
適
当

で
す
。

腎
臓
・
血
管
を
守
る
減
塩
食
講
座

　

町
で
は
、
年
に
２
回
減
塩
食
の
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
腎
臓
は
、
高
血
圧
に
弱
い

臓
器
で
す
。
血
管
を
守
る
事
が
、
重
要
な
臓

器
を
守
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

減
塩
食
の
講
座
で
、
腎
臓
の
働
き
に
負
担

を
掛
け
な
い
食
事
な
ど
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
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Ⓕ…ファクス

Ⓗ…ホームページアドレス

Ⓜ…メールアドレス

お
知
ら
せ

役
場
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

役
場
で
は
、
年
末
年
始
が
９
連
休
と
な
る

た
め
住
民
課
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時　

平
成
31

年
１
月
４
日
㈮
午
前
８
時
35

分
～
午
後
５
時
５
分

対
象　

戸
籍
謄
本
・
抄
本
、
住
民
票
謄
本
・

抄
本
、
印
鑑
登
録
証
明
の
交
付

詳
細　

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
担
当

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

市
街
地
の
雪
捨
て
場
に
つ
い
て

　

降
雪
に
よ
る
市
街
地
の
雪
は
平
成
31

年
３

月
31

日
ま
で
の
間
、
４
ト
ン
以
上
の
大
型
車

は
栄
町
１
丁
目
、
一
般
車
両
は
北
３
条
２
丁

目
の
雪
捨
て
場
に
捨
て
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

今
年
度
か
ら
共
栄
町
旧
雪
捨
場
は
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
車
道
へ
の
雪
捨
て
は
除
雪
や
車
の

走
行
に
支
障
を
き
た
し
、
道
路
法
（
第
43

条
）

の
違
反
に
な
る
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

詳
細　

役
場
建
設
課
車
両
室

☎

25

－

５
４
２
０

冬
期
間
の
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

区
間　

①
②
道
道
モ
ア
シ
ョ
ロ
原
野
螺
湾
足

寄
停
車
場
線　

③
道
道
オ
ン
ネ
ト
ー
線　

④

林
道
置
戸
・
阿
寒
線
（
旧
緑
資
源
幹
線
林
道
）

期
間　

①
③
④
平
成
31

年
４
月
12

日
㈮
午
前

10

時
ま
で　

②
平
成
31

年
５
月
10

日
㈮
午
前

10

時
ま
で　

※
予
定

詳
細　

役
場
総
務
課
企
画
調
整
担
当

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
９

家
屋
実
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

　

今
年
家
屋
（
車
庫
・
物
置
を
含
む
）
を
新

築
・
増
築
・
改
築
し
た
方
を
対
象
に
家
屋
実

地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
屋
や
土
地
の

課
税
漏
れ
や
軽
減
措
置
の
適
用
が
正
し
く
さ

れ
て
い
る
か
、
家
屋
の
間
取
り
や
使
用
資
材

を
見
せ
て
い
た
だ
き
調
査
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30

年
１
月
１
日
か
ら
12

月
31

日
ま
で
に
取
り
壊
し
た
家
屋
に
は
平
成
31

年

度
か
ら
固
定
資
産
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま

だ
届
け
出
を
し
て
い
な
い
方
は
「
家
屋
滅
失

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
法
務
局
へ
の

滅
失
登
記
を
し
た
も
の
は
除
き
ま
す
）
。
な
お
、

お
電
話
で
の
連
絡
も
受
け
付
け
ま
す
。

詳
細　

役
場
住
民
課
課
税
担
当

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
２
３
３

林
退
共
の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

　

林
業
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
経
験
が
あ

り
、
当
時
、
林
退
共
制
度
（
林
業
退
職
金
共

済
制
度
）
に
加
入
し
て
い
た
方
も
し
く
は
加

入
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
方
で
、
退
職
金

請
求
手
続
き
を
行
っ
た
心
当
た
り
の
な
い
方

は
、
最
寄
り
の
支
店
ま
た
は
本
部
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
林
退
共
事
業
本
部
で
は
、
被
共
済

者
の
方
に
確
実
に
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
現
地
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

詳
細　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎

03

－

６
７
３
１

－

２
８
８
７

自
衛
官
候
補
生
等
を
募
集

自
衛
官
候
補
生
（
男
・
女
）

募
集
資
格　

18

歳
以
上
33

歳
未
満

受
付
期
間　

１
月
17

日
㈭
ま
で

試
験
日　

１
月
22

日
㈫
～
31

日
㈭
の
い
ず
れ

か
１
日

高
等
工
科
学
校
生
徒
一
般
試
験

募
集
資
格　

15

歳
以
上
17

歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間　

平
成
31

年
１
月
７
日
㈪
ま
で

試
験
日　

１
月
19

日
㈯

詳
細　

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎

０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

放
送
大
学
に
入
学
し
ま
せ
ん
か

　

放
送
大
学
で
は
平
成
31

年
度
第
１
学
期
（
４

月
）
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
約
３
０
０
の
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
テ
レ
ビ
の

放
送
授
業
を
自
宅
で
学
べ
る
ほ
か
学
生
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
授
業

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
授
業
料
は
テ

キ
ス
ト
費
込
み
で
１
科
目
１
１
，
０
０
０
円

（
放
送
授
業
）
と
、
少
な
い
負
担
で
授
業
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
願
期
間　

第
１
回

：

平
成
31

年
２
月
28

日

㈭　

第
２
回

：

平
成
31

年
３
月
１
日
㈮
～
17

日
㈰

資
料
請
求
・
詳
細　

放
送
大
学
北
海
道
学
習

セ
ン
タ
ー
☎

０
１
１

－

７
３
６

－
６
３
１
８

平
成
31

年
度
入
校
生
追
加
募
集

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で

は
、
求
職
中
の
障
が
い
者
の
入
校
生
（
訓
練

期
間
１
年
ま
た
は
２
年
）
を
追
加
募
集
し
て

い
ま
す
。

受
付
期
間　

12

月
１
日
㈯
～
１
月
20

日
㈰

試
験
日　

２
月
４
日
㈪

詳
細　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
☎

０
１
２
５

－

52

－

２
７
７
４

本別町から陸別町から

資料館企画展

「北海道150年展～ふるさとをたどる～」

しばれ君・つららちゃんまちチョコ販売中

（冬期限定）

　本別町歴史民俗資

料館では、北海道命

名１５０年、その名

付け親といわれる松

浦武四郎の生誕２０

０年にあたり「北海

道１５０年展～ふるさとをたどる～」を開催中

です。どうぞご来館ください。

期　間　平成31年２月28日㈭まで
開館時間　火～金　午前９時～午後４時

　　　　　　土　　午前９時～午後３時

　※日曜日・月曜日・祝日・年末年始（12月29

日～１月７日）は休館します。

会　場　歴史民俗資料館
入館料　無料

詳　細　本別町歴史民俗資料館
　　　　（本別町北２丁目）

　　　　☎２２－２１４１内線４１０

　または図書館☎２２－５１１２

　今年も「りくべつまちチョコ」が販売を開始

しました。第一弾は「しばれ君・つららちゃん

チョコ」です。クリスマスパッケージで１，００

０本限定となりますので、ぜひご賞味ください。

　味　　ホワイトアーモンド、ミルク
　　　　ヘーゼルナッツ

　　　　抹茶ホワイトライスキノアパフ

価　格　１本３５０円
　　　　４本セット１，４８０円

　　　　（箱代80円込み）

詳　細　陸別町観光物産館（道の駅内）
　　　　☎２７－２０１２

募
　
集

●栄町１丁目
（利別川右岸）

雪捨て場

共栄町

栄町２丁目

開
発
建
設
部

利
別
川

Ｎ

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

発
売
期
間　

12

月
21

日
㈮
ま
で

抽
せ
ん
日　

12

月
31

日
㈪

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

詳
細　

役
場
総
務
課
財
政
担
当

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
２

国道２４１号

オンネトー
雌阿寒温泉

←
国
道
２
４
１
号

林
道
置
戸
・
阿
寒
線

（
旧
緑
資
源
幹
線
林
道
）

道道モアショロ原野

螺湾足寄停車場線

道道

オンネトー線

④
７
・
１
㎞

①３.２km ②４.８km ③３.３km

←
上
螺
湾
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☆いよいよ12月に入り今年も終わり

を迎えようとしています。６月の

ファイターズスポーツキャラバン

など町内では開町１１０年を祝う

事業が開催されました。また、９

月の北海道胆振東部地震による停

電などさまざまな出来事があった

年でした。

☆１年を振り返ると私は広報担当配

属を機にカメラ撮影の技術を習得

しようと目標を決めたのに何もし

ていないことに気がつきました。

☆先日、オープンした図書館でわか

りやすい写真撮影法の本を借りて

目下勉強中です。

☆みなさんの１年はいかがでしたか？

この時期に改めて振り返ってみて

はいかがでしょうか？

越後谷　明
あす

夢
む

ち
  ゃ
   ん

 （平成28年９月27日生まれ）

　おちゃめでムードメーカーの

明夢。お姉ちゃんが大好き！い

つもパパとママを笑顔にしてく

れます。これからもニコニコな

明夢でいてね。

 勇樹・壽子さ
んの子

 （北６条１丁目）

　11月17日㈯に行われた「町認定こども園ど

んぐり発表会」でのスナップです。

 （⇒14ページ）　

ひとのうごき

11月末の住民基本台帳

人　口　　６，９３２　人　（－９)

　男　　　３，３８１　人　（±０)

　女　　　３，５５１　人　（－９)

世　帯　　３，５２２世帯（－６)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。

阿彦　優
ゆう

心
しん

ち
  ゃ
   ん

 （平成28年11月18日生まれ）

　甘えん坊で抱っこ好き、ニコ

ニコ笑顔はパパそっくり！車が

大好きでどこに行くのも、寝る

のも一緒。優心と過ごす毎日が

宝物。強く優しく大きくなって

ね。 雄也・知秋さ
んの子

 （北３条２丁目）
久保　あかり

ち
  ゃ
   ん

 （平成28年12月10日生まれ）

　ニコニコ笑顔とカワイイおし

ゃべりで癒してくれる、あかり。

最近はパズルやままごとが大好

き！ＨＡＰＰＹをいっぱい感じ

ながら、すくすく成長してね☆

 普・美香さ
んの子

 （西町２丁目）


